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本研究の概要�

  事象 = 述語項構造の形式で表される用言 �
  <X>が<Y>に賛成する�
  <X>が<Y>に同意する�

  事象間関係知識�
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事象間関係知識�

類義: <X>が<Y>に賛成する ⇔ <X>が<Y>に同意する�
反義: <X>が<Y>に賛成する ⇔ <X>が<Y>に反対する�

国民が新しい制度に賛成する�

国民が新しい制度に同意する�

国民が新しい制度に反対する�
<反義>�<類義>�



テキスト情報の信憑性�
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マイナスイオンを取り込むと、酸が中和されて、 
弱アルカリ性に戻るので、疲労を取り除くことができます�

マイナスイオンはプラスイオンを抑え、身体の疲労を
回復させるという､体に欠かせない大切な物質 



テキスト情報の信憑性(続) �
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これ（マイナスイオン）が科学的に健康増進に役立つ 
と言う証明はされていません�



背景と目的�

  ウェブ上には大量のテキスト情報が存在し、 �
そこでは様々なトピックに関して �
多角的な意見が述べられている�
 そのすべてが真実というわけではない�
 情報利用者は、個々の情報の信憑性や有効性を �
適切に判断する必要がある�
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テキスト情報間に存在する�
論理的関係を解析し、 �
言論集合の俯瞰図を する�



言論マップ�
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<対立>�

<根拠>�

<含意>�

問題は守秘義務です �

労働者人民を権力の手先として動員する�

ガキが裁判員に選ばれることも�
あるのが裁判員制度の問題点�

定住外国人は、裁判員に選ばれる �
権利がない�

裁判員が正常な判断が出来ない危険性がある�

司法に国民が参加する点で�
大きな意味がある �

被告人の人権保障、誤判防止という観点から �
刑事司法改革を議論していない�

裁判員制度は�
問題がある�

問題点は裁判の質の低下である�
裁判のスピードアップ化という�
裁判員制度の一つの理念には賛成�

刑事裁判はその理想からかけ離れた �
ものとなり、現状より後退したものとなる�

捜査手続、証拠法則等の問題に改変を加えないまま、 �
裁判員制度を創設することに懐疑的�

刑事裁判が抱える問題を解決する推進力となる� 捜査手続きの在り方、公判審理の在り方などの問題点を�
解消できる切っ掛けが裁判員制度にある�

  例) トピック「裁判員制度」�



言論マップ�
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<対立>�

<根拠>�

<含意>�

問題は守秘義務です �

労働者人民を権力の手先として動員する�

ガキが裁判員に選ばれることも�
あるのが裁判員制度の問題点�

定住外国人は、裁判員に選ばれる �
権利がない�

裁判員が正常な判断が出来ない危険性がある�

司法に国民が参加する点で�
大きな意味がある �

被告人の人権保障、誤判防止という観点から �
刑事司法改革を議論していない�

裁判員制度は�
問題がある�

問題点は裁判の質の低下である�
裁判のスピードアップ化という�
裁判員制度の一つの理念には賛成�

刑事裁判はその理想からかけ離れた �
ものとなり、現状より後退したものとなる�

捜査手続、証拠法則等の問題に改変を加えないまま、 �
裁判員制度を創設することに懐疑的�

刑事裁判が抱える問題を解決する推進力となる� 捜査手続きの在り方、公判審理の在り方などの問題点を�
解消できる切っ掛けが裁判員制度にある�

  例) トピック「裁判員制度」�



言論マップ(拡大図) �
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  例) トピック「裁判員制度」�
<問題は守秘義務です>�
•  そして、今、この裁判員制度の中で最も問題だと �
  言われているのが守秘義務のことだと思います。 �
•  この制度で、最も問題なのは、守秘義務だと考えています。 �
•  裁判員法案は、裁判員への広範な守秘義務、 �
  裁判員への情報提供を処罰するなど問題点はあります。 �
•  裁判上知りえた事実を守秘義務によって �
  終生口外してはならない規定が裁判員の負担になる。 �

<裁判員制度は問題がある>�
・裁判員制度は問題が多い。 �
・裁判員制度の開始にあたっては �
  残された問題も多くあります。 �

<問題点は裁判の質の低下である>�
・根源的問題としての問題点は裁判の質の低下である。 �
・裁判員制度のもとで精密司法を維持できるのか、 
  という点です。

・素人が裁くこと、への不信感も問題になりました。 �

類�
義�
言�
論�
の�
集�
合�



言論マップ�
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<対立>�

<根拠>�

<含意>�

問題は守秘義務です �

労働者人民を権力の手先として動員する�

ガキが裁判員に選ばれることも�
あるのが裁判員制度の問題点�

定住外国人は、裁判員に選ばれる �
権利がない�

裁判員が正常な判断が出来ない危険性がある�

司法に国民が参加する点で�
大きな意味がある �

被告人の人権保障、誤判防止という観点から �
刑事司法改革を議論していない�

裁判員制度は�
問題がある�

問題点は裁判の質の低下である�
裁判のスピードアップ化という�
裁判員制度の一つの理念には賛成�

刑事裁判はその理想からかけ離れた �
ものとなり、現状より後退したものとなる�

捜査手続、証拠法則等の問題に改変を加えないまま、 �
裁判員制度を創設することに懐疑的�

刑事裁判が抱える問題を解決する推進力となる� 捜査手続きの在り方、公判審理の在り方などの問題点を�
解消できる切っ掛けが裁判員制度にある�

  例) トピック「裁判員制度」�



言論マップ生成システム�
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トピック�

入力�

関連文書�
集合�

関連文書検索�

ウェブ�

論点集合抽出�

言論集合抽出�

事実性解析�

論点集合�

解析済み�
言論集合� 論理的関係認識�

出力�

事象間関係知識�

実体間関係知識�



言論マップ生成システム�
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トピック�

入力�

関連文書�
集合�

関連文書検索�

ウェブ�

論点集合抽出�

言論集合抽出�

事実性解析�

論点集合�

解析済み�
言論集合� 論理的関係認識�

出力�

事象間関係知識�

実体間関係知識�

上位下位関係: 約350万対�
(Sumida et al. 2006, 2008)�

本発表�

(村上ら 2008) 明日9:30~�
6Qセッション［意味解析］ E-053�

(森田ら 2008) 明日9:30~�
6Qセッション［意味解析］ E-052�



事象間関係知識�

  事象 = 述語項構造の形式で表される用言 �
  <X>が<Y>に賛成する�
  <X>が<Y>に同意する�

  事象間関係知識�
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事象間関係知識�

類義: <X>が<Y>に賛成する ⇔ <X>が<Y>に同意する�
反義: <X>が<Y>に賛成する ⇔ <X>が<Y>に反対する�

国民が新しい制度に賛成する�

国民が新しい制度に同意する�

国民が新しい制度に反対する�
<反義>�<類義>�



関連研究�

  英語�
  大規模なデータベース�

  WordNet (Fellbaum 1998)、 �
FrameNet (Baker et al. 1998)、 �
VerbOcean (Chklovski et al. 2004)�

  日本語�
  大規模なデータベース�

  (Bond et al. 2008; 大西ら 2008; 竹内ら 2008)�

  コーパスからの知識獲得手法�
  (Inui et al. 2005; Torisawa 2006; 阿部ら 2008)�
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事象間関係知識データベース�
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項構造� 関係知識�

基本� 下位事象�
を含む�

シソーラス�
(類義・反義) �

二項関係� その他�

動詞� 約1万4千語�
[約3万語義] �
(大西ら 2008; 
竹内ら 2008) �

約千語�
[約1200
語義]�
(進行中) �

約4千語�
[約7千語義] �
のシソーラス�
(竹内ら 2008) �

約4万6千件�
(大西ら 
2008) �

形容詞� 約700語�
(進行中) �

約700語�
(進行中) �

形容動詞� 約2千語�
(進行中) �

約2千語�
(進行中) �

複合用言
(慣用句等) �

名詞述語�



動詞項構造シソーラス�
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root �

状態変化あり�

位置変化�

位置関係の変化�
(物理) �

吸入/排出�

吸入�

吸う、吸収する、 �
吹き込む、・・・�

排出�

吐く、発散する、
漏れる、・・・�

抽出/埋没�

位置変化�
(物理) �

状態変化なし�
(活動) �

状態変化なし�
(状態) �

…

… …

…

<反義>�
類�
義�



事象間関係知識データベース�
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項構造� 関係知識�

基本� 下位事象�
を含む�

シソーラス�
(類義・反義) �

二項関係� その他�

動詞� 約1万4千語�
[約3万語義] �
(大西ら 2008; 
竹内ら 2008) �

約千語�
[約1200
語義]�
(進行中) �

約4千語�
[約7千語義] �
のシソーラス�
(竹内ら 2008) �

約4万6千件�
(大西ら 
2008) �

形容詞� 約700語�
(進行中) �

約700語�
(進行中) �

形容動詞� 約2千語�
(進行中) �

約2千語�
(進行中) �

複合用言
(慣用句等) �

名詞述語�



収集した二項関係知識�
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事象間関係知識�

  岩波国語辞典における動詞の語釈文から、 �
人手で関係知識を収集 �
  同義(言い換え)、同義・上位、反義語、前提条件、 �
結果(状態)、付帯状況、不可分、原因・理由、 �
目的、手段  (全10種類)�

同義(言い換え): �
    <X>が<Y>を取り押さえる ⇔ <X>が<Y>をつかまえる �
同義・上位: <X>が<Y>を使いこなす ⇒ <X>が<Y>を使う �
結果(状態): <X>が<Y>を起こす ⇒ <Y>が直立する�
手段: <X>が<Y>を沸かす ⇒ <X>が<Y>に熱を加える�



事象間関係知識データベース�
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項構造� 関係知識�

基本� 下位事象�
を含む�

シソーラス�
(類義・反義) �

二項関係� その他�

動詞� 約1万4千語�
[約3万語義] �
(大西ら 2008; 
竹内ら 2008) �

約千語�
[約1200
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(進行中) �

約4千語�
[約7千語義] �
のシソーラス�
(竹内ら 2008) �

約4万6千件�
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(進行中) �

約700語�
(進行中) �

形容動詞� 約2千語�
(進行中) �

約2千語�
(進行中) �

複合用言
(慣用句等) �

名詞述語�

これらの関係知識を用いて、 �
言論マップを生成する予備実験については、 �
明日9:30からの6Qセッション［意味解析］ E-053(村上ら) �



まとめ�

  言論マップ生成に必要となる �
事象間関係知識データベースの�
整備状況について報告した �

  現在のデータベース�
  エントリー: 語義単位で動詞約3万語�
  関係知識: �

  約4万6千件の二項関係�
  約7千語義の動詞項構造シソーラス�
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今後の課題�
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項構造� 関係知識�

基本� 下位事象�
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動詞� 約1万4千語�
[約3万語義] �
(大西ら 2008; 
竹内ら 2008) �

約千語�
[約1200
語義]�
(進行中) �

約4千語�
[約7千語義] �
のシソーラス�
(竹内ら 2008) �

約4万6千件�
(大西ら 
2008) �

形容詞� 約700語�
(進行中) �

約700語�
(進行中) �

形容動詞� 約2千語�
(進行中) �

約2千語�
(進行中) �

複合用言
(慣用句等) �
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今後の課題�
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項構造� 関係知識�

基本� 下位事象�
を含む�

シソーラス�
(類義・反義) �

二項関係� その他�

動詞� 約1万4千語�
[約3万語義] �
(大西ら 2008; 
竹内ら 2008) �

約千語�
[約1200
語義]�
(進行中) �

約4千語�
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のシソーラス�
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約4万6千件�
(大西ら 
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約2千語�
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複合用言
(慣用句等) �

名詞述語�

コーパスから獲得できた大量の関係知識を、 �
継承、部分全体、順序のような関係を用いて整理する�


